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質疑応答 
質問者① JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

 発表資料の最後のページにおいて生涯飛行回数の 3 倍の繰り返し負荷試験を実施された

ということですが、宇宙機の開発試験の位置付けでは生涯のライフタイムの 4 倍を要求し

ていまして、記憶では飛行機における疲労による事故からこの要求が来ているという印象

があったのですが、今回適用されている 3 倍という要求はいつごろから適用されているの

かという点が一つと、二つ目は開発試験では 4 倍ぐらいの疲労をかけて寿命を保証してい

るのですが、その後製品を作るときに、宇宙機の場合は受入れ試験あるいは proof 試験とい

うものが実施されていまして、飛行機の場合は構体として受入れ試験という位置付けのも

のが実施されるのか、実施される場合はどのような条件で行われるのかということをご教

示いただければと思います。 

 

発表者 

一つ目の質問なのですが、3 倍・4 倍の変更の経緯というのは不勉強で私も存じていないの

ですが、FAA からのレギュレーションで 3 倍の負荷をかけることとなっています。次の質

問なのですが、基本的には開発時の試験のみで、納品物の試験というものは航空機の試験

では行っておりません。お客様に納品する試験と同等の荷重を負荷しているということで

先ほど説明した全機構造を用いた全機試験を実施しておりまして、それによって有意な亀

裂が発生しないことを一つの証明として機体を納入しております。 

 

質問者② 次世代センサ協議会会長 小林様 

大変興味深いお話ありがとうございます。二点伺いたいのですが、このような試験によ

って亀裂が生じやすい場所がある程度はっきりしてくるわけですが、その結果を受けて実

機に予めセンサのようなものを埋め込んで、そういう所を実機の運用中にモニタして危険

を避けるというような考え方はあるのかという点と、亀裂が発生した後については画像に

よって進展を監視されているわけですが、亀裂が生じる前に内部的に acoustic emission みた

いなものを使って亀裂が入る前の状態まで考慮するというようなことは進められているの

かという二点についてお願いします。 

 

発表者 

一点目の質問について、センシングによる亀裂の発生の認知というのは納入機体ではな

いですが、飛行試験等の実験の段階では各部の構造モニタリングとして行っております。

しかしお客様に納入する機体に対してセンサを配置してデータを収集するということは、

少なくとも構造に関しては非常に量が膨大になるということと、またセンサに関する機器

の小型化とデータの集約に関する問題がありまして、まだそこまでは至っていないものと

考えています。二点目の質問について、金属については亀裂の発生に関して材料の挙動に
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変化は生じるのですが、初期の亀裂の発生について振動等から計測するという技術は今の

ところこの機体開発では実証していません。複合材等では荷重をかけていく際に繊維や樹

脂が微視的に破壊したりすることで音や振動が発生しますので、そのような技術はあるの

ですが、金属の疲労に関してはそのような技術は聞いたことがありません。 

 

質問者③ IHI エアロスペース 荒船様 

講演ありがとうございました。発表中の動画についてお伺いしたのですが、非常に鮮明

でクローズアップされたよく亀裂の進展が分かる動画だったのですが、これはここから亀

裂が発生するように初期亀裂を与えたものなのでしょうか。それともリベットがたくさん

あるものですからクリティカルなところに置かれたと思いますが、たくさんのカメラを置

いて何か所も撮ったものなのでしょうか。 

 

発表者 

仰る通り前者が正解でして、損傷許容性の確認として胴体の一部分に、亀裂進展のシナリ

オとして継ぎ手部分が一番ウィークであるだろうという所に初期欠陥を入れております。

具体的にはリベットを抜いて小さい鋸で人工欠陥として入れているのですが、このフレー

ムとストリンガーが交差する点のリベットが構造上一番ウィークになりますので、その部

分のリベットに対して初期損傷を入れるということを行っています。  
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